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☆第６次長期滞在クルーのＩＳＳ滞在は９８日経過しました☆第６次長期滞在クルーのＩＳＳ滞在は９８日経過しました☆第６次長期滞在クルーのＩＳＳ滞在は９８日経過しました☆第６次長期滞在クルーのＩＳＳ滞在は９８日経過しました

☆ＩＳＳ動向☆ＩＳＳ動向☆ＩＳＳ動向☆ＩＳＳ動向
　ＩＳＳ滞在クルーのバウアーソックス宇宙飛行士とペティ宇宙
飛行士は２月２４日、船外活動を行うクルー２人で船外活動用宇
宙服を着用できるかどうかの試験を行いました。
　またペティ宇宙飛行士は故障が続いている微小重力グローブボッ
クスの故障原因解明を地上スタッフと協力して続けています。
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平成１５年３月４日発行　第４２号　宇宙ステーション・きぼう広報・情報センター

問い合わせ先：宇宙開発事業団　宇宙ステーション・きぼう広報・情報センター　TEL: 029-868-3074
　　　　　　　　　　ＩＳＳ・きぼうホームページ http://jem.tksc.nasda.go.jp Eメール　kibokoho@nasda.go.jp
※「ＩＳＳ・きぼうウィークリーニュース」に掲載された記事を転載する場合、本ウィークリーニュースから転載した旨を記述ください。
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☆ＮＡＳＤＡ本社がつくばへ移転☆ＮＡＳＤＡ本社がつくばへ移転☆ＮＡＳＤＡ本社がつくばへ移転☆ＮＡＳＤＡ本社がつくばへ移転
　宇宙開発事業団（ＮＡＳＤＡ）の本社が茨城県つくば市の筑波宇宙
センターへ移転しました。またこれにあわせてこれまで本社と同じ東
京都港区浜松町の貿易センタービルで業務を行なっていた、ロケット
を担当する宇宙輸送システム本部も筑波宇宙センターへ移転しました。
これで、ＮＡＳＤＡの主要な部門が全て筑波宇宙センターに揃うこと
になります。
　なおＮＡＳＤＡの広報拠点であるＮＡＳＤＡｉをはじめとする一部
部門は今後も貿易センタービルに残り、ＮＡＳＤＡ東京事務所として
業務を続けます。　

☆今年の宇宙センター特別公開は４月１９日☆今年の宇宙センター特別公開は４月１９日☆今年の宇宙センター特別公開は４月１９日☆今年の宇宙センター特別公開は４月１９日
　毎年恒例の「科学技術週間」にちなんだ「筑波宇宙センター特別公
開」 ４月１９日(土) が行なわれます。今回も通常の見学では見られ
ない様々な企画が行なわれる予定です。
　問合せ先：　０２９－８６８－２０１８，２０１９

☆空からの破片捜索実施☆空からの破片捜索実施☆空からの破片捜索実施☆空からの破片捜索実施
　２月２２日、ＥＲ－２航空機を用いて、空からコロンビ
ア号の破片の捜索が行なわれました。この航空機はＮＡＳ
Ａが地球環境観測のために所有しているもので、この日は
約１２，０００ｍの高度から捜索を行ないました。
　また２月２８日にはコロンビア号の帰還時に撮影された
船内の映像が公開されました。この映像は他の破片と共に
回収されたビデオテープに収録されていたものです。

１月１３日に船外活動準備を行
なった際のバウアーソックス、

ペティ両宇宙飛行士

破片捜索に用いられたＥＲ－２

ロケット開発部門も筑波へ
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